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1．事業概要

　我が国が世界に先駆けて迎えている人口減少・超高齢化社会において、「人口減少が地域経済の
縮小を呼び、地域経済の縮小が人口減少を加速させる」ことが危惧されている。
　このような人口減少と地域経済の縮小に歯止めをかけ、各地域がそれぞれの特徴を活かした自律
的で持続的な社会を創生するためには、意欲と能力のある若者が地域において活躍できる魅力ある
就業先や雇用の創出等に国と地方が一体となって取り組んでいかなければならない。
　地方を創生する中心となるのは「ひと」であることは言うまでもなく、地方の未来を担う「ひと」を
養成する主役は、我が国における知識基盤社会の推進を担ってきた大学や短期大学、高等専門学校
であり、これらの高等教育機関が、地域の人材需要を的確に把握し、その地域の課題解決の中心的
役割を担う人材を育成することは地域の知の拠点である大学の使命である。
　また、地域で活躍する人材の育成や大学を核とした地域産業の活性化、地方への人口集積等の観
点から、地方大学が果たすべき役割には、極めて大きな期待が寄せられている。
　文部科学省の「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」は、平成25年度から「地域の
ための大学」として、各大学の強みを生かしつつ、大学の機能別分化を推進し、地域再生・活性化
の拠点となる大学の形成に取り組んできた「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」を発展させ、
地方公共団体や企業等と協働して、学生にとって魅力ある就職先を創出・開拓するとともに、その
地域が求める人材を養成するために必要な教育カリキュラムの改革を断行する大学の取組を支援す
ることで、地方創生の中心となる「ひと」の地方への集積を目的としている。

１．事業概要　
　弘前大学は平成27年度の「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」の公募にあたり、
県内大学・高専、地方公共団体、企業等との連携による「オール青森で取り組む『地域創生人財』育成・
定着事業」を申請し、採択された。
　本事業は、若年者・女性の人口減少克服のため、志・創造力・実行力を柱に「地域で生活し、地
域で働き、地域創生に取り組む人財」の育成を進め、学生の地域就職率の向上、雇用創出を実現する。
　COC採択校である弘前大学、八戸工業高等専門学校を中核に９大学１高専（県内大学の８割）、
青森県・県内主要４市、県内企業・NPO等（計107社）による「オール青森」ネットワークを形成し、
大学と地元企業との連携による共育型インターンシップの開発・実施、女子学生のキャリア支援・
地元定着、学生の起業支援などに取り組む。
　青森県を４つの地域ブロックに分け、担当のコーディネーターを配置し、COC+推進コーディネー
ターのマネジメントのもと、迅速かつ効果的な事業実施の体制をとる。
　また、青森県地方創生戦略にあるアグリ・ライフ・グリーン・ツーリズムの４分野に対応した「雇
用創出連携プロジェクト」に各大学等や企業が強みを生かして参画し、新産業・ビジネスを創出す
る研究を進める。
　本事業において地域就職率を平成26年度より10％向上させ、平成31年度にはCOC+大学・参加
校全体で48.1%の地域就職率（弘前大学は39.7%）を達成する。

【１】「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）」とは

【２】オール青森で取り組む「地域創生人財」育成・定着事業
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オール青森で取り組む「地域創生人財」育成・定着事業

２．事業協働機関と組織
　本事業は、弘前大学をCOC+大学とし、青森県にある８大学１高専（八戸高専はCOC採択校）が
COC+参加校となる。青森県、青森市、弘前市、八戸市、むつ市の５自治体と、優れた技術や強み
をもつ107の企業・NPOが事業に参加し、オール青森体制で青森県の活性化と人口減少克服に取り
組む。
　事業協働機関は、弘前大学長が機構長を務める「青森COC+推進機構」の構成員として協働して
事業を推進する。
　また、地域志向・定着プログラムの開発を担う「教育プログラム開発委員会」を設置するとともに、
COC+推進コーディネーターを置き、事業協働機関の調整を図りながら事業を強力に推進する。
　事業協働機関は、地域ごとに作られたブロック事業と、ブロックを横断して作られる雇用創出連
携プロジェクトに参加する。ブロック事業では、「教育プログラム開発委員会」が開発するプログラ
ムを、各大学の授業に実装していくほか、学生を地域に定着させていくための事業を連携して行う。
雇用創出連携プロジェクトでは、青森県の総合戦略を踏まえたアグリ・ライフ・グリーン（環境・
エネルギー）・ツーリズムの４分野において強みを有する事業協働機関が連携し、新産業を創出す
る研究を推進する。

３．ブロック事業
　青森県を、青森市・弘前市・八戸市・むつ市をそれぞれ中心とした４つのブロックに分け、大学・
自治体・企業等はそれぞれブロックを核とした事業を展開する。ブロック相互は情報やノウハウを
交換するとともに、連携・共同事業などオール青森となるスケール・メリットを生かした事業にも
取り組む。
　ブロックの役割は、同じ地域に属する参加校・自治体・地元企業・NPOが緊密に連携し、事業
を確実に実施することである。
　事業を円滑に実施するために、ブロックごとに、ブロックリーダーとなる大学と、ブロック・コー
ディネーター（BC）を置き、ブロック事業の進捗管理と、事業協働機関相互の連携調整を行う。
　また、ブロック会議を開催し、情報の共有を図るとともに、事業内容のチェックを行い、改善策
を講じることで、事業を着実に推進する。
　具体的には、ブロック事業において、「教育プログラム開発委員会」が開発するプログラムや、各
大学等が独自に実施する地域志向科目・起業実行プログラム等を実施する。学生たちが地域企業の
魅力や働きがいを発見するため、学生自身の企画による企業合同説明会や会社ツーリズム（企業見
学）などのイベント等を実施する。自治体・地域の企業・NPOは、共育型インターンシップの開発・
実施に参加し、学生の受け皿となるほか、地域の中小企業で働く若者のネットワーク化を進め、地
域企業就業者のキャリアアップを支援していく。
　また、学生の創業・起業を支援し、特に工業中心の八戸地域では、参加校である八戸高専・大学
を中心に、学生を対象としたイノベーション・ベンチャーコンテストを実施する。

４．教育プログラム開発
　本事業では、設定した人材像・能力を踏まえ、学生の意欲・主体性を引き出し、机上ではなく、
実践の「場」で自分の専門知を鍛えるという視点から、学生の主体性と実践性・現場性を重視した取
組を強化する。
　主に学部３・４年生を対象とした、新たに多様な専門知を持つ学生たちが地域で取り組みたいと
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思うプロジェクトを自ら提案し計画・実行する「学生提案型地域プロジェクト学修」科目の新設や、
学生の事業協働地域就職率等の向上のために、主に地元の中小企業を対象に大学と企業が連携して
企画・実施する「共育型インターンシップ・プログラム」、若年女性の県外流出に歯止めをかける「女
子学生のためのキャリア支援プログラム」、学生の土着ベンチャー、スモール・ビジネスを支援す
る「起業実行プログラム」を開発する。COC+参加校とで開発・共有・活用する、これらのプログラ
ムは自由度の高い実践プログラムとし、既存の正課科目と連動させ、教育と実践を往還するデュア
ル・システムを構築する。
　また、事業協働機関との連携を生かし、地域人材の情報や斡旋機能を仕組化することで、学生に
とって魅力ある地域志向科目の拡充を図る。

５．雇用創出連携プロジェクト
　雇用創出連携プロジェクトの役割は、同じ強みを有する大学等や企業をブロック横断的につなぎ、
青森県の特性を生かした研究成果を活用することで、学生の受け皿となる雇用創出を生み出すこと
である。
　これまでCOC+大学・参加校は、青森県の特性を生かしたアグリ・ライフ・グリーン・ツーリ
ズム分野の研究を行ってきた。本プロジェクトにおいては、産学官金のネットワークを強化し、青
森県の経済を牽引する新産業の創出を目指す。
　事業を円滑に実施するため、それぞれのテーマに強みを持つ大学にプロジェクト・マネージャー

（PM）を置き、関係する大学・企業との連携調整を行うとともに、事業の進捗を管理する。ラウンド・
テーブル等を通して、新事業創出に向けた研究シーズの活用法などを闊達に議論し、新産業創出を
実現する。
　まず、アグリ分野においては高い付加価値をもつ農水産物の品種改良やブランド化、新生物資源
の探査を進める。ライフ分野においては医工連携による新技術の開発や、看護・福祉関連サービス
の創出に取り組む。グリーン分野においては効率的な自然エネルギーの開発に取り組む。ツーリズ
ム分野においては地域資源を生かしたビジネスの創出に取り組む。
　地域の企業は、新技術を活用した商品の開発・商品化・販売を目指すとともに、COC+大学・参
加校からの学生を積極的に採用する。これを支援するため自治体は、４分野への県内企業の参入促
進に取り組み、産業のクラスター形成を進める。さらに商品の高付加価値化と、販路拡大に取り組
み、県内企業の海外展開を支援する。

６．事業目標　

　 ※平成26年度事業協働機関雇用創出数：事業協働機関において、平成26年度採用者数から平成25年度採用者数を減じた数値

項目 平成26年度 平成31年度（目標値）

事業協働地域就職率 38.1% 48.1%

事業協働機関へのインターンシップ参加者数 190人 500人

事業協働機関からの寄付金額 178,160千円 200,000千円

事業協働機関雇用創出数 46人 66人
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